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空
気
と
ガ
ソ
リ
ン
を
混
合
気
と
し
て

燃
焼
さ
せ
て
動
力
を
得
て
い
る
内
燃
機

関
。
混
合
気
が
燃
焼
室
内
で
爆
発
的
に

燃
え
る
際
に
、副
次
的
に
発
生
し
て
し
ま

う
の
が「
カ
ー
ボ
ン
」「
ス
ラ
ッ
ジ
」と
呼
ば

れ
る
汚
れ
、
燃
え
か
す
で
あ
る
。
そ
の
発

生
源
は
ガ
ソ
リ
ン
だ
け
で
は
な
く
、エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
が
原
因
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
の
摩
耗
や
張
力
低
下
に

よ
り
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
内
の
オ
イ
ル
が
上

が
っ
た
り
、
バ
ル
ブ
ス
テ
ム
シ
ー
ル
や
バ
ル

ブ
ガ
イ
ド
の
摩
耗
に
よ
り
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ

ッ
ド
か
ら
燃
焼
室
内
に
下
が
っ
た
オ
イ
ル

も
カ
ー
ボ
ン
と
な
り
堆
積
す
る
の
だ
。

そ
れ
ら
は
即
座
に
悪
さ
を
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
カ
ー
ボ
ン
は
硬
い
生
成
物

な
の
で
バ
ル
ブ
フ
ェ
イ
ス
と
シ
ー
ト
リ
ン

グ
の
間
に
噛
み
込
む
と
傷
つ
い
て
気
密

性
低
下
を
招
い
た
り
、
シ
リ
ン
ダ
ー
の
摺

動
面
を
傷
つ
け
て
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
低

下
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ピ
ス
ト

ン
ト
ッ
プ
に
溜
ま
っ
た
カ
ー
ボ
ン
が
熱
を

溜
め
込
み
、
異
常
燃
焼
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
も
あ
る
。

こ
う
し
た
カ
ー
ボ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
の
除
去

に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、

ポ
リ
エ
ー
テ
ル
ア
ミ
ン
＝
Ｐ
Ｅ
Ａ
と
い
う

化
学
物
質
を
主
要
成
分
と
し
た
燃
料
添

加
型
の
カ
ー
ボ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

酸
素
原
子
と
炭
化
水
素
基
、
ア
ミ
ノ
基

か
ら
合
成
さ
れ
る
Ｐ
Ｅ
Ａ
に
は
カ
ー
ボ
ン

や
オ
イ
ル
汚
れ
を
溶
解
す
る
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
製
品
が
Ｐ

Ｅ
Ａ
を
採
用
し
て
い
る
。
元
よ
り
Ｐ
Ｅ
Ａ

探　 求
モトメカニック

定期的に使用して燃料系統と燃焼室の
コンディションをキープする

ガソリンに入れるとエンジンがキレイになる !?
ヤマルーブ PEAカーボンクリーナーの実走テスト

テスト車両は走行２万3000kmのWR250R
タンク容量５リットルごとに15cc添加

いつも調子よく走っていても、エンジン内部ではさまざまな汚れが発生している。中でも由 し々き問題なのが
「カーボンスラッジの堆積」だ。そんな汚れを落とすと言われているのがガソリン添加型のクリーナー。

ここではエンジンの中身を実際に確認しながら、ヤマルーブPEAカーボンクリーナーの効果を検証してみよう。
Text／ A.KURITA　栗田　晃　Photo／ミヤシーノ
取材協力／ワイズギア　https://www.ysgear.co.jp/

カーボンクリーナーの
実 力 テ ス ト

!"#$

テストに使用したヤマハWR250R
は、公道用トレールモデルとして
初採用されたアルミフレームに31
馬力を発生するエンジンを搭載して
2007 年に発売された。テスト時
点の走行距離は2万3000kmで、
これまでにシリンダーヘッドを外した
ことはない。ヤマルーブPEAカー
ボンクリーナーはガソリンタンク容
量5リットルごとに15ccを注入し、
3ヶ月、または3000kmごとの使
用が推奨されている。

200ml　税込価格1870円

右・ヤマルーブ
PEAカーボンクリーナー　

100ml　税込価格1320円

左・ヤマルーブ
PEAカーボンクリーナー　
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は
清
浄
性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
ハ
イ
オ

ク
ガ
ソ
リ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
物
質
な
の

で
、
効
果
に
間
違
い
は
な
い
。
た
だ
Ｐ
Ｅ

Ａ
に
も
分
子
構
造
の
違
い
や
配
合
濃
度

の
違
い
が
あ
る
た
め
、
ど
の
ク
リ
ー
ナ
ー

も
性
能
が
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
前
提
条
件
の
下
、
こ
こ
で

は
ワ
イ
ズ
ギ
ア
の「
ヤ
マ
ル
ー
ブ
Ｐ
Ｅ
Ａ

カ
ー
ボ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
」
で
リ
ア
ル
な
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
確
か
め
て
み
た
。
実

験
方
法
は
ク
リ
ー
ナ
ー
投
与
前
と
投
与

３
０
０
㎞
走
行
後
、
６
０
０
㎞
走
行
後
の

燃
焼
室
と
ピ
ス
ト
ン
ト
ッ
プ
の
比
較
検

証
と
い
う
、
手
間
は
か
か
る
が
確
実
に
確

認
で
き
る
手
法
で
行
っ
た
。

テ
ス
ト
に
使
用
し
た
ヤ
マ
ハ
Ｗ
Ｒ
２
５

０
Ｒ
は
２
万
３
０
０
０
㎞
を
走
行
し
て
い

る
が
、
さ
す
が
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
か
つ

高
回
転
高
出
力
型
と
い
う
こ
と
も
あ
り

テ
ス
ト
開
始
時
も
極
端
な
カ
ー
ボ
ン
堆

積
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

だ
が
規
定
量
で
あ
る
３
％
を
添
加
し

て
３
０
０
㎞
、６
０
０
㎞
と
走
行
す
る
と
、

吸
気
バ
ル
ブ
周
辺
や
ピ
ス
ト
ン
ト
ッ
プ
の

カ
ー
ボ
ン
は
明
ら
か
に
減
少
し
た
。
テ
ス

ト
中
に
ガ
ソ
リ
ン
の
銘
柄
や
走
り
方
を

変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は

純
粋
に
カ
ー
ボ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
に
よ
る
洗

浄
効
果
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。一

般
的
に
、
カ
ー
ボ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
は
高
温
に

な
る
排
気
側
よ
り
吸
気
側
に
堆
積
し
や

す
く
、テ
ス
ト
開
始
時
に
吸
気
バ
ル
ブ
外

側
の
ス
キ
ッ
シ
ュエ
リ
ア
に
堆
積
し
て
い
た

カ
ー
ボ
ン
は
カ
チ
カ
チ
に
硬
か
っ
た
。
し

か
し
６
０
０
㎞
走
行
後
は
ウ
エ
ス
で
簡
単

に
拭
い
取
れ
る
程
度
ま
で
軟
化
し
て
お

り
、
こ
の
点
で
も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
の

高
さ
を
実
感
で
き
た
。

今
回
は
確
認
し
な
か
っ
た
が
、
ヤ
マ
ル

ー
ブ
の
カ
ー
ボ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
に
は
イ
ン

ジ
ェ
ク
タ
ー
に
付
着
し
た
カ
ー
ボ
ン
堆
積

物
を
洗
浄
、
除
去
す
る
能
力
も
あ
る
と

い
う
。
燃
焼
室
で
の
実
績
を
目
の
当
た

り
に
す
れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
を
断
続
す
る
プ

ラ
ン
ジ
ャ
ー
や
細
か
い
霧
状
に
す
る
ス
プ

レ
ー
チ
ッ
プ
ノ
ズ
ル
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
霧
化
の
改
善
や
燃
焼
効
率
の
向
上
も

期
待
で
き
る
。

ク
リ
ー
ナ
ー
ケ
ミ
カ
ル
に
は
気
づ
か
ぬ

う
ち
に
進
行
す
る
エ
ン
ジ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
低
下
や
、ト
ラ
ブ
ル
や
不
調
を
未
然

に
防
ぐ
効
果
が
あ
る
。
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
系

の
添
加
剤
と
違
っ
て
派
手
さ
は
な
い
が
、

愛
車
の
好
調
さ
を
維
持
し
た
い
ユ
ー
ザ
ー

に
は
定
期
的
な
利
用
を
推
奨
し
た
い
ケ

ミ
カ
ル
で
あ
る
。

ガソリンに入れるとエンジンがキレイになる !?
ヤマルーブ PEAカーボンクリーナーの実走テスト

PEAの効果でカーボンデポジットが明らかに減少
3000kmごとに使用すれば洗浄効果の持続が期待できる

添加前、300km走行後、600km走行後に
燃焼室とピストン上面を確認

「600km走行後」 「300km走行後」 「テスト前」 いつも調子よく走っていても、エンジン内部ではさまざまな汚れが発生している。中でも由 し々き問題なのが
「カーボンスラッジの堆積」だ。そんな汚れを落とすと言われているのがガソリン添加型のクリーナー。

ここではエンジンの中身を実際に確認しながら、ヤマルーブPEAカーボンクリーナーの効果を検証してみよう。

テスト前、スキッシュエリアのカーボンはカチカチで
岩肌を撫でているようだったが、投入後 600km
で軽く拭い取れるほど軟化した。分解せず確実な
クリーニング効果が得られるのは魅力的だ。

ピストントップのカーボンはさらに落ち、バルブリセス部分に堆
積していた固形物も７割方除去された。走行距離がもっと少
ない頃から定期的に使用すれば、カーボンの堆積自体を減ら
せるはず。硬いカーボンによる機械的なトラブルを予防できる
と思えば、製品価格もリーズナブルと言えるだろう。

ガソリン銘柄や走行パターンを変えず、カーボンクリーナーを
添加しただけで、ピストントップの吸気側（向かって左）は地
肌が見えるようになってきた。吸気バルブフェイスのカーボン
汚れも薄くなり、中心部分は素地が確認できる。排気バル
ブはそもそも高温でカーボンが付着しづらいので変化はない。

カーボンクリーナー投入前、走行２万 3000kmのヘッドとピ
ストン。走行距離の割には燃焼室もヘッドもきれいだが、堆
積しているカーボンは硬く、ワイヤーブラシなどの物理的手段
でなければ取れない印象。WR250Rはプレミアムガソリン
指定なので、普段からある程度の洗浄効果はあるはず。

ビッグタンクに交換しているた
め容量は純正より多い11リッ
トルで、付属の計量カップで
33ccを添加。ピストン上部だ
けならスパークプラグ孔からフ
ァイバースコープを挿入して見
えるが、燃焼室面まで比較検
証するためシリンダーヘッドを3
回着脱した。スペースはギリギ
リだが、フレームにエンジンが
載った状態でヘッドを着脱でき
るのは整備性が良い。

走行テストは一般道と高速道路を
100kmほど走行、その後林道ツ
ーリングを行った。クリーナー使用
中もエンジンパフォーマンスやフィー
リングの変化は感じられなかった。




